
干潟の成長とそれに伴う環境問題

佐賀大学加藤治

干潟排水ということも少し入れた形で､干潟というものの
嫁落語ﾐ蚤ﾕｰブ弓＝－ 、＝

非常に良い事と、困る事があるというふうな事で、お話をさ‐一睡めに－一一‐

せて頂こうと思っております。

ご承知の様に有明海はこういう形をしておりまして､日本蹴睡麓裟墓職罵麓蹴駕鴬覇巽

で一番大きな干満差を有しております｡それから､一級河川驚鰯:駕罷|鯛X驚…霜｡"準垂2竺

辱
8本と2級河川約100本の川が入ってきております。それと

もうひとつは非常に閉鎖’性の湾であるという事です｡そうい ■
う事から干潟が非常に発達しておりましたので､昔から干拓

が普通に行われていました。干拓というのは、今色々問題

になっておりますけれども、昔は争い事をせずに自分の土

地を作る事が出来るという点で非常に利用されたのだろう

と思います｡ですから少し自分の前の干潟を囲ってやれば

すぐに陸地になる事が出来たという事で､発達した干潟を

干拓地にしてきたという事だと思います。もうひとつは、

この干潟域というのはご承知の様に非常に有数な海苔の漁

場でありますし、又、本来二枚貝の漁場でもあったわけで
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九州西岸に雨から深く入り込んだ
内湾､岡袋型に湾曲。

画圃:約170鰍mz(伊勢湾と同等）

廷長:約9醜、

平均棺:1醜、

平均水深:2an(伊勢滝と同等）
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す。そういうものをいかにして、これから問題になる所力

有るならば、それを何とか解決していく方法がないだろ ~＝~＝､星一一二一・戸、。－－申〆者明海に涜入する河川＝＝ダニ『･丑

うかと考えていくのが使命だというふうに思っておりま’・翼域璽

す。

有明海の概要でございますけれども、大体伊勢湾と同

じ位の面積1700平方kmです。この早崎の瀬戸から住ノ

江までの距離が約96km有ります。それから、ここに諌

早湾が有りまして少し凹凸はあるのですけれども、大体

平均の幅が大体18km、非常に浅い海でありまして、深し、

8本の1級河川と

約100本の2級河溌

が流入
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__*垂入する'”川と涜域及び塊量幽点｜

所は確かに200m位の深さの所が、ごく一部あるのです

けれども、平均しますと平均水深は20m位しかないという事です。湾口のその距離が5kmから6km弱で
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例えば､筑後jMで陰鱒鄭言次の式が何らｵ唾いる．

竃意時:L=0.o210xQ酒，

中雨&吟0.”o470x呼加

濃栖8P0.Z幻×αE

19師年－1Q”年の筑後川の平均鷺量、

1年衝に4,｡e就1ぴ、シ年

こｵ亜Qi算すると1年画

2a3万Iシの土砂鹿入

となる．
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溌熱眉篇

一合齢識入量一型画一がダダダダず識ぷ●蜜一
ほとんど力嘩岸に集中

19”年から19”年の虹灼

L竜ﾖ.8×10』(“／年)、q:見かけの堆積透:(m'/年）

QvロL×(八十1)／0恥間隙率､“浮泥の密度

平均堆砺高さ垂Qv／A＝4,s､､／年A:有明海面概
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す。それ位の非常に狭い所から東シナ海と水のやり取りをしているという事でございます。もうひとつ

大きな特徴は、やはり干満差が(ill!近くあるという事です。これは勿論日本においてはここ有明海だけ

であります。これは写真を撮って満潮の時と干潮の時の様子を調べたものですけれども、ともかくこの

干潮の時は道路になっている所が、満潮になると海になってしまうという事はずうっと言っている事で

あります。
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雫一＝卓.三麺何故、こういうふうな潮汐現象が起こるのかという事，丞篭畷海の潮汐現象画一

で簡単にご説明したいと思います。干満差が起こるその雛澱箭溌職蕊錨鯉認鯉装箭際蕊概:鵜セ

カを起潮力と言いますけれども、これは太陽と月との地溌龍鰹麓協瀞燃費潔熱瀦蝋;綴醗綴職評

言篤臨藍鮮期顔駕,夢‘令蕊⑧蒸
妻葛鷺鞭鰯薦澗鰯｡ゐ更凱韻字墓|塵ざ竃
太陽或いは地球と月とがそれぞれお互いの周りを回つ‐_二望邑一一画_■ニー塘旦毎二塁
ています。回っていますのでそれに対して、私達が何か

ボールを紐に引っ樹､けて回す時に遠心力が働きますが、あれと同じ様に遠心力が働きます。外向きに遠

心力と、それからお互いに引き合う引力です。この二つの力が存在する。そのバランスというか、力の

大きい小さいによって潮の満ち引きが起こる。つまり引力の場合は距離に比例しますので、地球と月と

の距離です。つまり月に面した所とそれからその反対側とでは距離が違います。そうすると引力の強さ

が違うのです。こちらは引力の強さが強い、こちらは非常に弱いという事になります。これは、遠心力

は中心に対して働きますので、どこを取っても同じであるという事なのです。この力とこの力を加え合

わせてやりますと、ここにおいては引力の方が強くて、反対側の方は遠心力の方が強くなるという事に

なります。外向きの力がかかって、そういう時に地球上を覆っている海水を引っ張ります。そういう弓1

つ張った所がつまり水深が大きくなって満潮になる。それと逆に、その反対に直角方向は捉えた状態で

干潮になってしまうというふうな事になるのです。月と地球と太陽との位置関係によって、満潮になっ

たり干潮になったりします｡更にもうひとつ､大潮と小潮というのがあります｡大潮と小潮というのは、

太陽と月と地球とが一直線に並んだ時には、月との引力と太陽との引力と両方とも働きますbですから

非常に大きい力になって、大潮になります。それに対して太陽と地球と月とが直角の関係になっている

場合は、この方向にも力もあるし、こちらの方向にも力があるという事で、結局分散されてこういう場

合は小潮になります。こういう形で潮の満ち引きが起こっているのです。つまり大潮の場合と小潮の場

合、太陽と地球と月です、地球から見ている時にお月さんはどういう位置関係、どういうふうに見えて
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いるかというと、今のこういう状態が満月になります。これは、太陽が地球の裏側を照らしていますの

で、この場合は新月です。それから、これがお互い上弦と下弦という形になり三角形になっているわけ

です。こういうふうな形で、地球と月と地表の位置関係になっています。ここで青い所が大きくなった

り小さくなったりしていますのが、大潮になったり小潮になったりしているという事でございます。と

ころが、この純粋にこの計算でされます月と地球との、天文潮と言いますけれども、それだけで例えば

太平洋で引っ張られたとしますと､その時は実は大潮の時でも50センチ位しか引っ張られないのです。

小潮の時は、実は28センチと書いてあります。これ位しか引っ張らないのです。ところが実際、有明

海は5メートル50とか6メートル近くなるというのは、地形の影響によって非常に大きく変るという

事なのです。地球上で一番干満差が大きいと言われていますカナダのファンデイ湾という所では、15メ

ートルか16メートルの干満差があると言われています。まさに地形的なものであります。それから韓

国の仁川という空港の近くですが、今そこは干拓をしていますけれども10メートル位の干満差があり

ます。日本では有明海で大体5メートル5．5メートルで、これが日本においては一番最高である。日本

の関東以北の太平洋岸では、大体1メートルから1メートル50の大潮位。満潮はその位しかありませ

ん｡それから東海から西の方にかけますと少し大きくなります｡瀬戸内海でもやはり少し内海になって、

そこは3メートル位になります。それから日本海側は非常に小さい。これはまさに先程申し上げました

所謂地形の関係のものであるという事になります。これは所謂干満差が非常に大きい所では、特にアマ

ゾンのコロロフは非常に有名です、アマゾン川に波がバァーと押し寄せて来る、中国にもあるみたいで

すけれども、これもそういう大潮の時に起こります。少し言葉の整理をしておきたいと思いますけれど

も、縦軸が潮位です。横軸が時間で、満潮からずつと干潮になって、又、満潮になっていくという事な

のです。それを繰り返している訳です。この上の所は満潮で下の所が干潮である。その満潮と干潮との

差を私達は潮差と呼んでいます｡先程申しました有明海はこの潮差が5.5メートルになるという事です。

それから流れを表わすのに我々は『潮流楕円』こういう言葉を使います。中心から0時の時にこういう

銭驚愉蒜ー 蕊篭§謹蕊凝議ご塁=身方向に流れがありますという場合、こういうベクトル

図で書きます。それからこういうふうにずっと書いて

いくのです。干満差がありますと満ちたり引いたりす

るのですけれども、決して同じ所には行きません。大

体、こういうふうに少しずつ動いていきます。こうい

うものを連ねたものを、我々は潮流楕円と呼んでいま

す。これは有明海の各地、実際に測定した所の潮流楕

円を示しています。比較的往復量がこういう所は比較

的往復量が画一で横にいったりしませんけれども、広

がった所においては潮流楕円が起こるという事です。
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潮流流速を定点Oで連綾観測した結果を､0点を

議蕊瀞九鱈"……

では何故有明海ではこういう干満差が大きくなるの，.有明海の涜体振動系としての固有援動周期と外洋から進入してく

だろうかという事を考えてみようかと思います。これる調迩繍識謡緋耐雲乳s~,2鴎個《…"がある）

は少しこちらの方を先に見て頂きたいと思います。こ塞蕊繍灘懸識賎1号つれて水深が浅くなる、

れはつり橋なのです。つり橋に人が渡っていますと、

難瀞鎚磯疑篭黙鍵｣茎景雫将
一一一

周期があります。これは、揺らした時に自然にずっと



行ったり来たりする時間です。その時間と人間が乗って動かしているその周期とが、非常に近くなりま

すと拡大されるのです。それは例えば、私達が何か笛なんか吹く時に小さい物に何か大きな竹を付けま

すと大きな音になります。あれと同じ様に、共鳴現象みたいな形、ああいうふうな振動現象でありまし

て、それが増幅されるという事なのです。少し難しい

言葉で言いますと、水が持っている固有周期、これは

地形によるわけです。地形周期とそれから波です。そ

の潮汐というのは先程、満潮、干潮という話をしまし

た。これは月と地球と太陽との位置関係で、これはあ

る程度私達は計算する事が出来ます。ですから我々は

有明海の何月何日何時何分の潮位はこれ位であるとい

う事を計算で出す事が出来ます。ただ、現実は気圧の
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湾口の潮汐周期(T)を変えたときの
湾奥睡の樫動特性
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問題とかふうの問題とかありますので少しずれますけ

れども、一応我々はそういう計算が出来る。ですから皆さん方が釣りをされる時に釣り屋さんに行きま

すと、100円位で潮汐表を売っていますけれども、あれは全部計算で求めたものであるわけです。そう

いうふうな潮汐の周期というのは分かります。この周期とその地形が持っている固有周期とが非常に近

くなりますと、先程申し上げました様に非常に増幅されてくるという事なのです｡有明海の固有周期は

どれ位なのかという事なのですが、これは計算の仕方で色々説があり難しいのですが、一番短いもので

は、7．5という話もあるし、12時間という話もあります。それに対してこの潮汐の方は、大体12．5時

間位の周期があります。ですから、これは後で申し上げますけれどもいろいろ計算する事によって、ど

ちらが本当に近いかという事をある程求める事が出来ます。それから、もうひとつは有明海ではあまり

無いと思うのですけれども、こういう現象よりも周期の方が大きいと思うのですが、湾口の方と湾口か

ら湾奥に従って、ずっと次第に浅くなっている場合、矩形状態で非常に浅くなっている場合、そういう

場合はこれは理論的に一応ここが大きくなるというのは計算で求められます。そういうふうなものと量

とが兼ね合わさってこういう非常に大きな干満差が出来るというふうに考える事が出来ます｡これは我々

がオープンキャンパスという高校生とか市民の方々に来て頂いた時に見せたひとつの模型なのですけれ

ども、固有周期というものを少しやった。非常にラフな実験です。1メートル40で、幅が20センチ位

のアクリルの水路を作ったのです。そしてこちら側に少し大きいタンクを作りまして、ここで、要は物

を入れたり出したりする訳です。潮汐です。ここで矢

印をしておりますけれども、これを上げたり下げたり

するのです。そうすると波が起こります。その時に、

この近くとこちらでは、波がどうなっているかという

事を調べたものです。これは、色々出したり入れたり

する速さを変えますと周期が変わります。そうします

と、この一例ですけれど、こちらの方ではこの位の潮

汐しか出なかったものが、湾奥では少し大きくなって

いる事を見て頂けますでしょうか。これが固有周期に

よる増幅なのです。ですからこれが、この水槽が持つ
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よる増幅なのです。ですからこれが、この水槽が持っている固有周期がもっと近ければもつと大きくな

るだろう、一応これは締麗な水路ですから計算は出来ますので、それに近い物を作れば良いのですが、

なにぶん、手で上げたり下げたりしていますので、余り上手くいってはおりませんが、一応増幅してい

る事がご理解頂ければという事です。これが実際に波を測定したものです。これは記録計で測定したも



のです。それを今度は、実際にやる事ができませんので、所謂コンピューターで計算してみたのです。

湾が持っています先程の固有周期というのは、7．8時間位から12時間位迄、結局この富岡からこの96

キロを使って計算しますと、周期が小さくなるのですが、「実際はもう少しこちら側も影響しているん

じゃないか」という事で、こちらからこう行きますと12時間位です。ですから、「それは実際に計算し

てみて合わせてみないとしょうがないだろう」という事なのです、取り敢えず我々はこういう実験をし

てみました。数値実験です。実際には出来ませんので、現状は12．42時間で潮汐を与えます。それで実

際の地形のデータを与えまして、ここに波を与えて、計算してここの潮汐がどういうふうになったかと

いう事をコンピュータで計算させます。富岡という所の潮汐を青の方で与えました。そして、大浦の所

の計算結果がこう、確かに増幅している事が分りました。それを同じという事は絶対に有り得ないので

すが、この波の方の12．4を15時間にしてみた。その時の有明海の周期は変わりませんから、15時間に

すると、やはりこれで、この上がり方が少なくなりま

した。更に今度小さく8時間にしますと、これも小さ

くなって、結局これが1．8倍、つまり元の波との比が

満潮と干潮の潮差です、その比が1．8倍であったもの

が、15時間の周期で与えると1.2倍にしかならない。

更に8時間にしても1．3倍にしかならない。現実はど

うなのかというと、大体1．8位ですから、こういう周

期というのは、15時間よりも12時間に近い、8時間

よりも12時間に近いものであろうというという事が
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一応分かります｡これが固有周期による増幅を表しているという事です｡実際の波で計算してみました。

これは2006年12月です｡12月23日ですからこういう潮汐があります｡これから満潮に向かうのです。

口之津という入り口の所の潮汐がこういうふうな形です。これをlとします。調査の大潮の時の潮差を

lとします。そうすると、この熊本で計算したものが1.33倍以内です。更に、この住ノ江で計算します

と1．63倍になります。というふうな形で確かに増1幅している事が分かります。

それからもうひとつ潮汐です。おもしろい現象が起きているのです。それはどういう事かと言います

と、上の方はあまり変わらず椅麗にこう行くのですけれども、下の方は、干潮の方は非常に小さくなっ

たり大きくなったりして、ギザギザになっているの-F

す｡何故このような事が起きるのか､これを私達は『日

潮不等』と呼んでいます。つまり、「一日で等しくな

い」です。日潮不等と呼んでいます。これは理論的(、

言いますと､つまりこの地球のこの赤道と太陽の所謂

交点、回転する軸とがこれだけずれています。そうす

ると、例えば、こちらから光が、太陽が当たったとし

ます、こちら側はこれだけの所謂潮差があります｡地

球は一日に一回ずつこう回転しています｡ですから例

えばこの場合ですと、この長いここの場合はこの値
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えばこの場合ですと、この長いここの場合はこの値で入れる、こちらの短い方は実はこれだけの短い、

この角度が付いている事によってそういう事が起こる。ですから、これは実は赤道上に来ますとこうい

う事は非常に少なくなるという事になるのです。こういう日潮不等というのがあるのです。

さて、この潮汐です、最近非常に気になる事があります。これは皆さん方もよく新聞なんかでも見ら

れていると思いますけれども、ひとつは月平均潮位がどういうふうに変わってきたかという事を示して



います。大浦と三角と長1時、長|崎は一応何を意味する

かと言いますと、要は有明海の外という事を意味して

います。大浦の、所謂平均潮位というのは、満潮と干

潮を全部足して平均したものです、それがこの辺から

段々増加してきます。トレンドでいきますと、赤の線

で増えてきているのではないかという事です。三角も

そうです。長崎はどうかと言いますと、やはり長崎も

少し増加している。これは今、有明海においては色々

な問題点があると言われていますけれども、それ以外

の要素でも上がっている可能性がある。ひとつは温暖

化現象であるとか他の現象があるかもしれないという

事です。

それから今度は平均の潮差、干潮と満潮の差です。

干潮と満潮の差がどういうふうに変化してきたかとし、

う事を調べています。そうすると大浦の場合はここ力

らこう上がってきまして今度は下がってくるのです。

ずっと、1966年位から下がってきています。三角も同

じ様に少し下がっています。長崎もやはり下がり方は

少ないけれど、傾向としてはそういう傾向というよう

な事です。ではこれは有明海の中で起こっている問題

以外のものとして、何が考えられるかという事を見て

みる必要もあるだろうという事です。このひとつは温

暖化による潮位、周期の変化の概算という事を、非常

に荒っぽい計算をやってみました。つまり大浦でやり

ますと、少し単位が見えにくいのですけれども10セン

チ位上がっている訳です。それから潮差もやはり10セ

ンチ位下がってきている。これを実際の平均の値で計

算してみました。固有周期は先程言いました。これはご
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算してみました。固有周期は先程言いました。これは実際に計算出来るやり方でありますけれども、そ

れから増I隔率とかこういう計算の方法があるのですけれども、今、平均水深は20メートルです。20メ

ートルのものが、例えば20．1メートルになった。平均水深が20．1メートルになった、0．5パーセント

増加したとします｡一応計算しますと、これは2センチ職位やはり振幅の現象が実際計算でも出てきます。

実際にはもっと出て来ているのではないかという事ですが、実はこれは非常に一次元の単純な計算でや

っていますので、本当は1幅方向で色々変わったりしていますので、そういうものをいれてやらないとな

らないのですが、とりあえず傾向としては水深が上がりますと振1幅が小さくなるという傾向があると

それは先程のものと一緒だという事が分ります。

潮位の話を一応これまでにしまして、今度は流れがどうなっているかという事を見ましょう。これは

我々が佐賀大学で実際に模型実験をやって求めたもの、写真から求めたものです。もうこの装置が残念

ながら無くなってしまいましたので、これがあればもう少しお役に立てたかなと,思いましたけれども、

20年近く前の実験装置です｡その流れの実験をしました｡これはフロートをかけてフロートを浮かべて、

干潮と満潮とを発生させるのです。その時にフロートがどういうふうに動いてきたかという事を満潮か
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1.有明海の流れ(模型婁験）
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一

ら干潮になって、又、満潮になった時に何処へ戻るかという事を調べてみたのです。白い丸が出発点で

黒い丸が戻ってきた所です。こういうふうな物をずっと往復しながら、ずっとどこかに動いているとい

う事です。それを少し追跡して何回も往復実験をしてフロートをずっと追跡しますと、流れの方向が分

りました｡これは実は現実の有明海の漁師さんの話と少し違うのです｡これはあくまでも模型実験です。

模型実験でこれはやはり地溝側の影響が非常に受けているのだろうと感じています。ただ湾奥において

は右回りの流れがあるという事です。この流れは非常にゆっくりした流れなのですが、実はその干潟の

話をする時の砂を動かす非常に大きな役目をするという事を考えて下さい。つまり行ったり来たりする

その非常に早い流れだけではなくて、ゆっくりと少しずつずれていく、この流れが非常に重要というふ

うに考えています。この事を少し申し上げます。後で又出て来ますけれども、これも実験で求めたもの

ですけれども東側と西側においては、この往復流の長さですが少しやはり違っています。もうひとつは

先程申しましたが有明海というのは非常に閉鎖‘性の強い湾です。ですから中々外の湾、流れと、東シナ

海で海水の交換が中々起こらない。これも、やはり実験で求めたものなのですけれども、このこれだけ

のボリュームが、全部外の水と入れ替わるのに計算上

大体2ヶ月かかるという事になります。東京湾では大

体半月位かかります。その位有明海というのは閉鎖性

の強い湾であるという事です。ここの5キロ位から少

しずつ変わっているという事になります。これは現在

の干潟の状況ですけれども、特にここで見て頂きたい

のは、干潟は、有明海の場合は後で申し上げますけれ

ども、確かに所謂粘土質な物が多いのですが細かく見

てみますと、少し砂分の物が有ります。湾奥の殆どは
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てみますと、少し砂分の物が有ります。湾奥の殆どはやはりシルトという粘土質の物です。一部ではや

はり砂質の物が有るという事です。先程申し上げましたこういうゆっくりした流れが有ると申し上げま

した。私達は潮汐残差流とか平均流とか呼んでいますけれども、例えば後で出て来ますけれどもたくさ

んの河川がここにあります。有明海には、これは一級河川です。8本。緑川、白川、菊池川、矢部川、

筑後川、嘉瀬川、六角川と本明川です。本明川は今は直接海には出ていませんけれど、この8本で一級

河川が有ります。その他に小さい河川が百本位ある訳です。それが、この赤で囲ったものが実は流域で

す。ここに降った雨は全部こちらに入ってきますよという事です。そういう流域が有ります。流域の面

積が、大体8300平方キロメートルと言われています。これは有明海の面積1700平方キロメートル含ん

でいません。そこに、降った雨が有明海に流れ込む訳ですけれども、少し古いデータで申し訳ございま

せん｡大体平均しますと100億トン位の水が流れてきます｡一級河川、二級河川併せてです｡それから、

有明海に降った雨がありますからトータルでいきますと、142億トン位の水が入ってくるという事にな



ります。そうしますと、そういう河川から入ってく

る時に、天山であるとか阿蘇山のあの火山灰の細か

いやつを沢山含んで入ってきます。その量がこれも

色々な説が有りまして計算法も有るのですが、僕が

計算したのでは大体一年間に54万トン位のその浮

泥が、泥が入って来る。これも単純に少し計算して

みますと、もし54万トンの泥が入ってきて東シナ

海に抜けて行かない、ただ有明海に堆積したとする

と大体5ミリ位溜まります。ですから有明海という
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と 大体5ミリ位溜まります。ですから有明海という－－

のは、外へ逃げていかない限りやはり少しずつ浅く

'参二=墨跡…二幕ミニ一
一一一

－一一なっているという事は事実です。言い換えますと、そ

れだけ干潟が発達しているという事です。事実、有明

蕊謡舗熱:磯鍾”
すから、結局どんどん干潟を成長させているという事

になるのです。干潟の面積は多分、500km2を切って

いると思いますb要はそれでも有明海が大体半分近く、－

有明海と八代海で干潟の面積の半分位、日本の面積の

半分位を占めているという風に言われています｡非常に特

徴がある。これは実は其々の干潟における、どういう土-F

出来ているか、細かい士なのか、荒い土なのかという事を

粒度分析した物の結果です｡少しこちらに書いております

が、右にいく程細かくなります。左にいく程上にいくので

す。右に有るという事は非常に細かい粒子の物である。左

に有るという事は荒い物である。こういうものは比較的ノ

ランス取って存在しますという事になる訳です。こういう

所と有明海を比べて頂こういうものは比較的バランス取〆-、

一 一

産一一－－－－一

〆＝＝一夕づめ〆46佐黄県沖の干潟成長予測一
て存在しますという事になる訳です｡こういう所と有明

海を比べて頂くと、一目瞭然にこの有明海には粘土、シ

ルトが非常に多いのだという事が分かります｡先程砂干

潟が少し有りますよと言いましたけれども､圧倒的にや

っぱりそれが多い。そういうものが実は20メートルと

か25メートル堆積しているのです。そういう風な非常

に特徴のある湾である。その干潟を構成している土でさ

えこういうふうに他の所とまったく違った組成分布をし

ていますよという事になります。先程申しました様に

極平野
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各河川からどんどん入ってきます。これは佐賀県が今から15年位前に調査開始された昭和58年から平

成25年、やがてきますが、この30年の問にこの新しい干潟が850ヘクタール増加するという風に予想

されています。これがどうなるかという事はすぐ結果は分かると思います。東与賀の所の断面ですけれ

奇g日義

八代海

瀬戸内海
廿古詞

暦塾制

号の1M

合計

F潟面積(Km')
263.〔

46.0

152.

14．2

11．5

143．0

630．5



ども、東与賀の所ではこちらの干拓地区内の全面標高

とそれから干潟の標高とを比較してやりますと、干潟
今色三g昌一.電雲胃寧曽篭璽一ご〆幸=冒雪一一ご
r..干潟の歳蔓の莱件

の方が1メートル50から2メートル位高くなっていま-脚二（1）土砂や有機物を運び出す河川があること。
（2）河口の水の動きが緩やかで拡散されず､堆積しやすいこと。

す。そういう風な一種の逆転現象が起こったような形 （3）海が細長く､奥深い入り江であること。

になっています。我々として農業士木のサイドからし 且
有明海では

ますと、こういう形になってもらうとこちら側の排水阿蘇･久住山系からの火山灰質の土砂
筑後川をはじめとする1CO本の河川から土砂を搬出

が非常に問題になる。排水が中々やっぱり出来なくな有明海の潮汐によって引き起こされる泥土の沈降.堆積

ってしまうという苦労をしなければならないという事 且

干潟の発達

がひとつあるという事で、後でお話をするという事は－

そういう事です。干潟が成長する条件としましては、

一般には土砂とか有機物を運び出す川がある事。それから河口の水の動きが穏やかで拡散せず堆積しや

すい事。結局、川から入ってきて海に入り流れが収まりますとずっと沈降します。それから海が細長く

奥深い入り江である事｡細いという事、どちらかというと閉鎖性という事です｡そういう風な湾である。

有明海は全くこれに適合した形という事になりますの

で、干潟が非常に発達していますよという事になりま

す。つまり阿蘇山、玖珠山系からの火山灰が、目の細

かい火山灰等が運ばれてくる。それから非常に多くの

河川が有ります。それから有明海の潮汐沈降堆積、こ

れは非常に奥深い96キロ、幅が18キロに対して、100

を急…鋤覇織弄一参=＝－－

一
一
一一

れは非常に奥深い96キロ、幅が18キロに対して、100鰯*画廊劇画に津…嵐

キp近いそういう矩形の湾ですよという事です。ある

意味こういう風な形で干潟が非常に発達してくる。或

いは、これは鹿島です、我々が今調査している所の鹿一一

直己玲の広大一現

島の干潮時です｡非常に広大な干潟が発達しています。

その干潟がどういう風にしてこうしてたまって来るのかという事を、先程は大きい流れとしてお話をし

ましたが、結局先程還流という所謂泡で書きました右回りと左回りのやつなのです。そうすると河川と

いうのは、言い忘れましたその東岸域にあれだけ一級河川がある、筑後川とか緑川とか白川とか矢部川

とかがずっと東側に有ります、そこから大量の土砂を含ん

だ水が流れてきます。そうしますと先程申しました様にﾉ｜

から一旦海に入りますと流れが遅くなります。遅くなると

共に、後で申し上げますけれどもう1つの作用によって非

常に沈降しやすくなる。沈みやすくなります。沈んでしま

います。沈みますけれども有明海の場合は所謂干満差が大

きいものですから、流れが非常に所謂往復流の流れが大き

い。その流れによって一遍沈んだ物が又巻き上げられる

そうすると先程の所謂青い遅い流れで少しずつ西側の方(vl

〆＝宅
亜〆7､淳琵堆

－－畠二 季一.、

積ﾒｶﾆズﾑ実敏応宗号ユーグゴ ーー

.;－．－－－－．=~沼－－＝

ノ’
風圃門首唾才

運ばれていきます。ところが荒い物はその河口の近く、所謂東側の所に沈降したらそのままになる。巻

き上がりません。つまり有明海の流れといえどもそんなに簡単に巻き上がりません。だから細かい物は

巻き上がって又動きますけれども、荒い物はそこに留まっているという事になりますので、東側に荒い

干潟が少しあるという事になるのです。その細かい物はどんどんどんどん西側に運ばれて、更に湾奥の

右側に流れる。そうすると鹿島とか或いは六角川河口のああいう所が、非常に細かいものが流れて沈降
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する。そういう風なメカニズムになっているのではな

いかと、それが大きい流れです。もう少し局所的な物

で考えてみたらどうなるか。それをこれは七浦で、又

後で詳しくお話しますけれども、これは実はこちら側

に樋門がありましてそこからの湾です。この中でどう

いう風に堆積するかという事を調査しました。メカニ

ズムです。泥を含んだ潮が満ちてきます。そうすると

ここに入ってくれて、これは抜けない様にしておこう

と、一応です、或いはこういう形でともかくこの上に

溜めてやろう、泥を溜めてやろうという事で、そうし

てこういう実験をやりました。そうしますとこれ、ここ

から樋門からの排水が無かった時に20日間ここから水

を出さなかった、そうしますと、ここの零筋この赤い点

がこれ平面ですけれども、この点点点がこれここです。

この一番向こうは浜川というのが有りますけれども、こ

の間の部分で、実は1メートル位堆積しました。20日

間でその位堆積してしまいますbつまり何もしなくてそ
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のままの》伏態にしますと、こういう少し湾とか低い所が

あるとすぐに埋まってしまうという事を示しています。そういう状態です。という事は20日間ですか

ら1日に5センチ近くです。1日に5センチずつ増えていくという事です。ところが実際はこういう事

だろうと思います｡運んでくる時はもっと沢山運んでくる。これは実際測定した時に大体20センチ位、

1回持ってくる時に運んできます。ところが潮ですから今度引くわけです。引いていく時にその殆んど

を持っていってくれるのです。ところがこの有明粘土というのは、この持ってくる粘土というのは非常

に水を含んだ形です。本当に水の中に泥があるという感じ、含水が700とか800パーセントとか殆んど

ドロドロの水、そういうもので運ばれてくる訳です。ですからちょっとした流れがあれば運ばれてきま

す。それで一遍潮止まりで止まります、止まりますと、又後でお話しますけれども、非常に沈降しやす

〆壱一雪匡
』10ﾒ…蕊墓垂窒奉二一＝一くなる｡すっと沈降する｡沈降しますとそうすると、

段々下の物が上の物に押し潰された形で圧密という

言葉を使いますけれども、自重圧密です、少しず=＝

その水が抜けてくるのです。そうすると硬くなるの

です。そういう状況でその700とか800パーセン喋一

のものが例えば500とか600になってくると、引し

侭四mー一~

画沌口司ヲ｡＝員令室

n重三
唾ゆやU■

一〆一一■

一
言

い
夢
や
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ていく力では動かなくなってしまいます。そういう

もので結局残ってくるのだろうという風に考えてい

ます。それが大体2．2前後。段々溜まっていくとい

う事なのです。ところがフラットの所は中々堆積しないのですけれど、そういう窪みがある所はすぐこ

ういうふうに堆積してしまいます。その辺の所はまだ十分僕把握しておりませんけれども、これが実験

に基づいたもの、つまりある物が非常に含水比の高いものを放っておきますと、こういう風にどんどん

含水比が下がってくるという事を示しています。それに応じて動かす力、含水比が小さくなると力を沢

山与えないと動きませんという事です。そういう風な形で所謂局所的には持ってきた泥がそこに少し溜
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まって、そして殆どは引き潮の時引いてくれる。ただ

それが往復でという事になりますと、これから私達か

お話しますのは、湾、所謂樋門の前の湾筋というのを

確保しておきたいです。もし涛筋が全部埋まってしま

いますとゲートが開きません。ご承知のように有明海

に排水樋門というのが、実は水圧で開く様になってし、

ます。つまり中の方のこちらが海でこちらが陸の方と

2m。O0430艶｡“7“”

含水此1烏》

日覆汗密による含水比の変化

自重圧密によるせん断強度の変化

しますと、ずっと潮汐が下がってきますとこちらの水

の力でこれが開くわけです。こちらが下がってこちら

が上がってきますと、こういう風に閉じてしまう訳です。ですからこちらに湾が溜まってしまうと、開

かなくなってしまう。そうすると中が、排水障害が起こってしまうという事になるのです。ですから溝

筋の所はなんとかやはり水を流す面積をちゃんと確保して欲しいという事がある訳です。ところがそう

いう風に放っておきますと、自重圧密でどんどんどんどん閉塞するような状態になってしまうという事

なのです。それを何とか避けたいというのがひとつ我々の課題です。

少し話が変わりますけれども､そういう干潟が発達しています｡最初に申し上げました様に非常に様々

な魚介類が獲れます。ところがご承知の様に段々漁獲高が減少しています。そういう事が分かる。実は

弁解では有りませんが有明海だけではなく、東京湾でもやはり同じなのだという事、下がっているとい

う事です。

そのひとつの原因としまして、水産振興センターがお調べになったもので底質が変わって来ている。

これが1989年、これが2000年ですけれども所謂非常に細かい。先程言いました粘士とか泥とか、シル

ト、シルトは粘土です、その表面に覆っている面積が段々広がってきている。そういう事が有ります。

これがやはり漁獲高の減少のひとつの原因ではないかという事が言えます。何故こうなったか。これに

ついては色々其々原因が有ります。勿論、諌干という話も有りますし、或いはそれ位なものだという学

者さんもいます。そういう風な所謂、ともかく減少としては非常に粘士シルト質の物の面積が増えて来

た。そのひとつの物として、実はこの間、2，3日前に福岡県の荒尾で佐賀県の川上副知事さんと少しお

話をする機会がありまして、副知事さんが非常に強調して言われたのが、所謂高度成長時代に河川から

砂利を採取している。その量が物凄く多かったのではないか、その影響はどうだろうかとお話を少しさ

れました。私もそれは確かに気にはなっていたのですが、まさかとは思ったのですが、それ以後調べさ

せて頂きました。非常にやはり面白い結果が出ています。少しご報告しようと思っています。実はこれ

は物凄く荒っぽい計算なのですが、この横山先生という方は首都圏大学、昔の東京都立大学の先生なの

ですが、この方が非常に荒っぽい計算をしていらっしゃいます。所謂ダムの流域、土砂の生産です。ダ

ムの流域、所謂上流川と、それから自然流域それ以外の所です。どういう風な土砂の生産があるかとい

う事を調べられています。これは筑後川流域だけです。そうすると大体全部で、泥で大体100万リュウ

ベです。その内の70パーセント、73万はやはりシルト粘土です。砂は先程申しました25万リユウベで

す。こういう風な形で大体これが森林の面積なのですけれども、35年位から森林の面積があまり変わっ

ていないという事で考えれば、この比率も今も変わらないのではないかというそういうデータですけれ

ども、大体25万リユウベ位の土砂が生産されているという事なのです。ただ100万リユウベの物が、

全部有明海に流れ込むかというとそうじゃ有りません。それは、河川にも流れますし、貯水しますから

そういう所からも出てきます。一応25万リユウベ位の土砂が出ているのではないかという事です。こ

の内のダムで堰き止められるのが大体8万、ずっと下がってくるのが、つまりﾉ||に流れているのが大体
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17万という風な形になるのではないか、こういう風な事です。それでこれが筑後川の河道です。河道の

所謂川底の高さを表している。この青いのが昭和28年です。それから現在の平成15年が一番下の赤で

す。ですからその間にこれだけ下がっている事は一目瞭然です。一目瞭然で下がっている。これの原因

としてここに書いておりますけれどもひとつはやはり、後でその根拠をお話しますけれども、所謂砂利

の需要が非常に高まった。30年位からです。砂利の需要が高かった。しかも、その34年から機械で採

取するようになったという事で非常に沢山の土砂を取ってしまった。最盛期には、これは後で言います

が、200万から300万リユウベの砂を取っていたのではないかという事なのです。そうしますと、そう

いう事で昭和44年が少し青です。やはり下がっています。44年、0から53キロこの辺迄で大きい所は

大体4メートル位下がっています。河床が。そういう結果が出ている。これは長期的に見た時の河床の

変動です。昭和26年からずつと平成15年迄、これが下流側です。これが筑後大堰の23キロ地点です

から、大体それ迄です。それからそれより上流側です。そこで所謂河床の変動はここでは大堰から少し

上の所が非常に大きいという事を示しているという事です｡平成10年になりますと河床の低下量が300

万リユウベ､これだけの土砂を採っているという事｡50年間に3300万リユウベ位の士砂を採っている。

これがそれぞれ土砂を採ったその使い道です。ダムに堆砂した分がこれ位、この下が海岸のその川の堤

防の修理に使った或いは干拓に使った、これは士砂を採って他の所に持って行った、これ位のものが土

砂で無くなってしまうという事です。粒度分布を見てみますとこれも非常に面白い。この青のものが昭

和31年で平成6年が赤なのですが、これが0から10キロの河口に近い所、これが11キロから23キロ

の大堰迄です。これを見て頂きますと何を意味するかといいますとこれは比較的砂のものが多いのです

が、これになりましたら実は殆どシルト粘士の物である。つまり大堰から下流の10キロ位は殆どもう

砂が無いという事です。そういう状況なのです。それより上流になりますと砂が有ります。河口近くも

有りますけれども、この真ん中は完全に砂が抜け落ちてしまっている。こういう結果が出ています。こ

ういう風な事から考えてきますとやはり砂の供給が非常に有明海に少なくなってしまったという事は、

ひとつ有るのかも知れないなと思います。それで粒度組成が異なったのはそういう事が原因ではないか

という事が少しデータから読み取れるという事をお話致しました。それから漁場を改良する為の取り組

み、そういう風に非常に底泥が悪くなってしまった、ではその底泥を改良しようという事で、こういう

風な事が為されています。覆砂これは士を覆いかぶす。土というのは砂をです。それから耕運、これは

川副地区でされています。それから作涛、これは溝を掘って水の流れを良くしようという事です。それ

ら堆積物の除去、かき殻などを取り除く、こういう施策が実はこの4件で為されています。
F二F

そこでここでは少し干潟の功罪という事で、私がやって
で＝皇蓬厘実る功嘩

いる事をお話しようかと思っておりますけれども、先程

：裏2溌醗蝋識綴儲瀞永陣奮申し上げました様にこういう風に湾というのを、ちやん

とここでは湾が埋まったから人海作戦でずっと取ってい

哩 厘雛識露悪磯
_－垂迫､空室雲定垂翼垂…麺曇’零｡に多大｡"力と嚢厩"要と…皇になってしまわない為にどうするかという事を考えると

いう事です｡こういう風になる事によって何が起こるか。

ここで先程申しました様にその向こうの干拓地からの排水が出来なくなる。勿論ポンプ排水をせざるを

得ないという事です。それからここは船を、大体白石樋門の場合は、船の通りになっています。そうい

う船の出入りが問題になる。それから樋門の開閉に勿論障害が起こります。その為にはポンプを非常に
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長時間稼動しなければならないという風な事が起こって

くるという事です。そういう風な事が今、一方の側とし

て干潟が発達すると少し困る事が起こる。実は樋門が完

全に実は埋まってしまった所が2ケ所有ります。1つは

この七浦樋門です。これは佐賀県が作られた七浦干拓の

中に有ります。それからもう一つは福富樋門です。これ

はこれが白石湾すじですけれども、ここにあったのです

が実は今はもう壊されて堤防に戻されました。新しくこ

こに新樋門が出来ています。これもこういう状態で埋ま

ってしまったのです。実はこれなどは出来て7年位でこ

ういう風に埋まってしまったのです。未だこれは有りま

すけれども。そういう風になっている時に涛筋を確保す

る為にどうするかといいますと、これからやりますフラ

ッシュ水、水を勢い良く出してその泥を採り除いてやろ

うという事です。それからここでやっています、先程申

しました白石樋門です。ここにこういう溝が見えます。

これは実はここは青くなっていますが、実は貯水池なの

グーｰ
〃〆2.埋没Lた画P礎絢爾寺若:望＝

霧
一

一■■

1福富樋門昭和31“エしたが.昭和50年頃から埋没

し袖めた．

周辺地鐘の沈下により楊門の摩盤力密<なったこども一因

対策として､年に3～4回梅爾時lごスクリューで撹排､その

後人力で濁土の除去をおこ謬ったが散ケ月で再び蝋憤し．

鞘局使用不能となり､昭和印年に『鮪播宮樋門jが六角川

右岸に股戯･か＞旧樋門は撤去された

函
埋没した｢七浦騒門』

2.七浦撮門:昭和49年竣エ.しかし檀門鈎堆欄が進みLば

ら<は俳水機に頼っていた.昭ﾛ弱年3月に浜樋門が完成

した写渇水がZヶ月焼くと樋門前に潟土が堆槙するため、諒

遊池に海水を廓入して強麟排除していた･

／1.ﾌﾗｯｼｭ水による堆積渇土の除去

匙漁船等のスクリューによる底泥嵯き上げと潮流による移潔拡散

3.導涜堤､漕堤の股匠

4.機械排水と自然排水兼用の排水橿門の股風｛麓:裟駕……国毒銭蓉言
r車康…平康，＝:丸捌風…唖嘩犀禽事翫に瞳瞳、
｜された'千詞撲水対策貫査検8種貝会』で泥干湯の干濁排

水対策のマニュアル作りがなされた．

平成加年に佐叉県がr干潟排水(フラッシュ対策)検肘要具会』を準上

げ､七浦干拓浜樋門の干濁排水を計画･施工し平皮12年か

、ら稼僅し､現在に至る．－__ノ

です。所謂余った水をこ

こに貯めて干潮の時に出

してやるのです。その才

を出してやる一つのみず

道です。それともう一之

は、ここに所謂漁船が係

留されてその漁船が出易

嫁=ご→－鎚負、，皇＝－－－－
巳.■門麓吋と血の珂鬼…幸吋】と…戸口■
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りする所の航路です。お互い

にこれは助け合っている。と

言いますのは、漁船が走って

くれますと下の底泥を巻き上

げてくれます。巻き上げた時

にこちらからの流れ、或いは

引き潮があった時に沖合いに

流してくれる、そういう事を

利用している訳です。それか

ら漁船の方からしてもこうい

う湾があれば、少し水位がK

がっても漁船が動く事が出来

ますよという事になります。

そういうお互いの為にこうい
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う風な所に船着場を作ってやるという事、これは非常に成功していると言えるのではないかという事で

す。それから導流堤、潜堤の設置です。これは有明海においては少し難しい事なのですけれども、実際
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に流す為の所謂引き潮をそこに集中させる為の導流堤を作りましょうという事です｡それから機械排水、

最近これが多いです。一門は機械排水、一門は自然排水。水門の所をひとつ潰して、そこにポンプの排

水のパイプを出すという様な形でやるのです。我々は七浦干拓という所でフラッシュによる所謂湾を確

保する方法を考えました。これが七浦干拓です。これが浜干拓です。これが鹿島です。それを少し見て

みますとこういう形になります。これは先程閉塞した所です。これは今稼動している所です。大体干拓

地の一番低い所で樋門を作るのですけれども、ここは7年位でこういう風に埋まってしまった。そこで

新しくここに樋門を作ったという事です。今こういう感じです。唯これも稼動して維持するのには非常

に苦労されました。土地改良区の方。どういう事かといいますと、結局これは今の新しい樋門の所なの

ですけれどもこういう湾がありまして、こちらに浜川という川が流れています。ですから土砂はここ迄

持っていけばその本流で運ばれていくだろうという事で、これだけ何とか沖合いに出すようにすればい

いという事なのですが、それには中々やはりこちら側の水の力が無い。そこでこの時どうされたかとい
－

脇~一軍≦～_皇戸＝一二

〆＝”雪＝墓とご声毒＝一

丞〆

ｰ万＝室

●－－ 一一一画

－。

■ー一二

－I

いますと、土地改良区の方は、結局ここに所謂潮遊びという貯水池

が有りますが、その潮遊びという所をゲートで閉めてやりまして≦

そして干潮から満潮になって上がってくる時にゲートを開けてここ

に海水を入れられる。そして満潮の時にゲートを閉めて干潮になる

迄待って、干潮の時に勢い良く開けてフラッシュする。こういう事

を実はずうっとやっていらっしやった。干潮から満潮になるまでの

ずうっとその間というのは結局、朝早くからそういう形で、実際に

水を流すのは次の干潮の時ですから12時間後です。そういうご苦

労をされて維持をされていた。それを何とかして自然の力を利用し

た形でフラッシュができないだろうかという事で我々が考えてみた

のです。当たり前の事といえば当たり前なのですが、少し実験の物

をいいですか、あまり時間が有りませんが。一応模型実験をしたの

で。これは平面図です。ここにこういうふうな矢板でサンプルを作

りました。ここにこういうゲートをつける。これはフローティング

ゲートで水が来たらずうっと浮き上がってくる。それである所でピンを止めてやる形にする。そうする

とここに水が溜まる訳です。今度干潮になった時にこのピンをはずせばここから勢い良く、後で良く見

て頂きますが、水を流します。そういう形です。問題は先程申しました様にこの涛筋の溜まった泥を少

なくともここまで運ばないといけない。運ぶ為にはどの位の流速でどの位の流量のものを何時間位続け

させれば良いかということを数値シミュレーションで計算をして、先の実験をやって、そういうような

事でこれの面積を決めました。それでここからこのように出てきて、それがこれです。これがここにゲ

ートを作ります。これがこの湾筋です。これがこのゲートの方から見てこういう形です。ここが先程申

しました様にこれは転倒ゲートですが満潮になると上がって来て立ち上がるわけです｡それで止めます。

問題は干潮の時をどうして知るかという事です。干潮の時、流したら、干潮の時にどういうふうなやり

方でやろうか、ここも一応色々議論しました。一番簡単なものはこのフロート式の水球をつけておいた

ら一番楽だろうということなのですが、実は有明海はそれをやったら絶対だめです。つまり浮泥が浮い

ていますからそれがフロートの上に乗つかってしまったら誤動作するのは当たり前だと、それで結局今

はコンピューターがありますから、コンピューターに調査をさせて365日の干潮の時間を覚えさせる位

は大したことではないのですから、覚えさせてその時間の前に来たらピンをはずす様な形でやることに

なりました。ともかく自然の力を最大限に利用しましょうという事を考えました。と言う事は干満差で
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す。これが出来上がったものです。自動ゲートです。その次、ゲートが開いていると思いますがこれで

干潮になった時倒れたりしました。これも倒れる時間も何秒で倒れさせるかという事も一応計算でやっ

ています。というのはここに流れる流量、流速を計算して先程言いました様に、ここの泥を効率良く出

一､----
つ垂
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してやるという事の為に、

そういう計算を全部やって

います。本来は土地改良区

の方がやっていらっしやっ

た様にこちらからこう流す

のが一番良いのですけれど

も、なにぶん海水を堤防の

中に入れると言う事は、や

はり営農的に危険ですから

それだけは避けたいという

事で、このように堤防の外

側に作りました。先程申し

ました様に実はここに溜ま

ー～

."二参言匡一ニーニー
ご＝，風雪徴の水位.謙謹睦営鰯詠を実翁鍾m比較の一例一一

っている泥とし

1)ミオが圃門から本ミオ(珂川等のミオ)に垂するまでの平面ルーIを決定する うのはものすご

；謝り蝿§蕊；欺鯛差
．'､ふ･;ぷ…．‘.“侭…．‘.“｡:""．れを与えてやり

準I蝿戦舜獅“土の蕊覆しているところでおるこ壁考えると．この鯖果はますときちんと

動いてくれます

（2）対象埴覆珂土の土貫力学的特性の買査を行う．

(3)ﾌﾗｯｼｭ水として必要な垂､箕量を決定する．

(4)ﾌﾗｯｼｭに必要な貯水漉の容且を決定する．

、(6)ｹーﾄの撫作方注･形式･性飽を決定する。
有明粘土の特翼性から

浮混の沈降による濁土埋覆の量的根■

塩覆した測土の特性

ﾌﾗｯｼｭ時におけるミオ底泥の暑き上げ材性

釜鰻■するあ要があるc

一一

そういう事で
一

室一へ二宝＝一画
鬼｡働圃鱈…とめ ＝～一一 －一

O遼蚊の条件書庚更し煙一で慨逼を実童したが､い荊私の堪合も壷ﾂｼﾕ
勘のﾐｵの変速や水位.ﾐｵの軸状混もcASEX及び“SE.Xではﾐｵが戴
梼されるがもCASE瓦で~滝薗部やや減少傾向を示す紬果であった．
（畦･■翼麟果嘩ｼﾐﾕ吟ｼｮﾝ給果と寅棟の傾向を示し蛭）

O喧画画管から6ヶ年を経て､厳股も聞睡く韓勘している．

Oこれらのごとから､他蛸匪の遍巌に底し樋門ﾐｵを輯していくために必要な
嘗轡堕璽龍今回と寅線な首擾条件を陸し､シミ到一ｼﾖﾝを行うことにより
算慰るこ郵可危幽えられる．

Oタイ犀ルの堆積メカニズムは不明鼠も多いことから今後の扉遥であるが、
位地区で今回の直亜針冒銅用可飽鏡えられる．

我々の考え方は持ってきた物はその日の内に送り返そうと

いう考え方でそんなに早い流れがなくてもいいからともか

く作ってやろうという事でやるという事です。ですからこ

の位でも充分。これは別に早くも遅くもしていません。そ

のままの流れです。こういう形で水を流しています。これ

からここまで持って来てくれますと、先程言いました様に

こちらのこの側は少しの、流量は少ないですけれどやはり

流れてくれていますからこの自然の力はすごいものだ、そ

れを利用しましょうという事です。問題はこれからゲートまでのここに溜まったものをどうするかとい

う事ですが、ここにパイプがあります。水中ポンプで一応こちらに水を流せる様にした。ところが実際

は水門から堤防の中の排水を流しますので、その時にそういう物を流してくれていますのでそんなに気

にならない。こういう形で一応やっています。実はこれは作ってから6年経ちますけれど先程の矢板が

大丈夫かなと思ったのですが、お陰さまできちんと動いてくれています。こういうふうな形でやりまし

たという事で、6年経っても問題なく稼動しています。

それから時間が無くなってきましたので、干潟にはもうひとつ良い事が有るのだよという事を話して

おこうと思います。所謂干潟の浄化機能というものが有ります。これは佐賀大学の色々な先生がやって
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いらっしゃいます。干潟は非常に浄化能力があるのだとし

うことでするそれには3つの方法があります。

1つは干潟が持つバクテリアです。言葉は悪いですが、

バクテリアの作用によって化学的に処理しましょう、して

くれるのです。それは干潟というのはある時は水が来てあ

る時は干上がる、これを繰り返しているのです。例えば陸

域からアンモニアの窒素が入ってきます。ここで干潟がむ

き出しになっていますと所謂好気‘性､空気に触れています。

そうすると硝化菌というバクテリアが働きます。これが何

をするかといいますと、このアンモニア態の中は窒素です。

窒素を取り込んで硝酸態或いは亜硝酸態窒素に変えて来る。

今度はこの状態で満潮になってきますと、水が来ますと空

気に触れません。そうすると嫌気‘性のバクテリアが働きま

す。それが脱窒菌です。そうすると今度はその脱窒菌が結

局生きる為にこの硝酸態窒素、亜硝酸態窒素の酸素をとる

わけです。そうすると窒素ガスが残ります。窒素ガスは気

体ですから空気中に出てきます。そうすると窒素の浄化に

なります。そういう干潟というのは大きな浄化能力が有る

という事があります。

それからもう1つ先程から少し言ったのですけれども、

実は学生さん、高校生の方に見せると非常に喜ばれるので

すが､淡水と海水という非常に単純な実験です。この中に、

こちら淡水でこちら海水で、ここに有明粘度を入れる。そ

してばあっと振ってここにおいておくのです。この状態でと

分経った時にどちらが早く沈むでしょうかという事を考え

てみる。海水の方が比重が1．02と重いから当然淡水の方か

早く沈むだろうという考え方なのですが、考えがちなので

すが、結果は逆なのです。つまり海水の方が見る見るうち

に沈降するのです。ですから先程申しました様に筑後川と

か河川から運んで来た淡水の中に含まれていた細かい粒子

の物が海に入りますとこういう状態が起こるわけです。だ

からスーツとするのです。それは何故かと言いますと、ご

承知の様にこれは諌早湾の調整池です。見た目はこんなに

色が違う。こちらは非常に汚いというのはこれです。こち

ら淡水、こちら海水です。ですからそういう非常に粘度の

細かいやつなどは、こちらはすっと沈降する。こちらは中々

沈降しない。15分経っても殆ど沈降しない。こういう事な

のですけれど。これは化学的に私は専門ではないのですか

所謂未使用のイオンを受けますと凝集といって細かい物は

必ず固まるのです。そうすると沈降し易くなるのです。で

象苧露r・言､惑室農毒竺墓f=－‐一
千翌の浄化檀麓:近年干渦の浄化檀飽が注目され､碍究が逆められている

｢干潟やそれに続く浅海域が湾内の過

剰な窒素やリンなどの栄養塩を系外に

除去し､また一定期間不活性な状況で

貯留する機能｡」

金蔓差."糎息．＝＝～
一ら電言一＝口

一一

、．．

乙室一■、司一＝一
一

基…堂算も重…睡廻轡 ＝一

5分後

L霊
J＝

宇〆孝言一＝､言奄≦、ジー
ュ垂集･分散減少の疲念図。‘曇､、～ョ －－＝

輪
Ｄ
Ｎ

Ⅲ
●
夢

琴
一
一
稚
く
ン

讐
廻
雫
Ｄ
Ｎ

Ⅱ
聖
母
一
継
ぐ
ン

－
轟
毒
》
》
Ｄ
Ｎ

・
宅
。
》
。
●
一
一
唖
》

鑑
分

I凝集:卿""I唖分散:”"｡，
一一

画裳墓忌,霊藍虚今一一 ー

｡

》謬
一
・
一
岬
窄
戸

鋤
１
》
〃
蝿
》

憲
一

16



はそれを真水の所に戻してやると又こちらに戻る。こういう凝集という現象が起こる。フロキュレーシ

ョンといいます。有明海は濁ってないといけませんというお話がありますがその時私はこのように考え

ています。濁ってないといけませんといいますが、濁った時に海に入りますと先程のこういうような、

凝集して沈降します。恐らくその時に余分な植物プランクトンとかいう物を一緒に包んでしまって沈降

してくれる。という事は一種の浄化ではないかと。ですからこういう作用自身が一種の浄化機能を持っ

ているのだろうと私は考えます。

それからもう1つはこういう植物連鎖です。いわゆる栄養塩、窒素、リンが入ってきますと植物プラ

ンクトンが発生します。それを食べるための動物性プランクトンが発生し、その動物性プランクトンを

魚とか貝が食べる。そういう魚とか貝は人間とか烏が有明海の外に出しますbこれもやはり一種の浄化

です。それから勿論ノリもそうです。色素分を吸収して外に出します。大体その3つのものが同じ様な

形で存在して浄化しているのだと思います。

私はこの環境問題が、非常にクローズアップされ
ー幸一戸五云云一一で万マ

ー

|か恥にかえて ＝画一r今シュ ーー て来た背景には人類の活動が地球のキャパシティを越
理墳箇■が■要になつ唾青景

えてしまっている。つまり地球の持っている能力を超
琢墳問■を考えるときに亙垂視怠

えた形で我々が悪さをしているというふうに考えられ1.人気の活魚が地球の軒パシティを超えている
・責五の再生産が洞呉に玉いつかない(我々の空なエネルギーは
例えば､石油はあと40年､天…は“年､ウランは72年。．）

る。例えば資源の再生産が消費に追いつかない。例え・毎一つ有嘩もの:軍壇の汚染浄化能力これを越えているために
大気や海が汚れる

ば水などもそうです。川の自浄作用がある。ですから2人頭の活動建狸系の"吟ンｽを壊す

a人嬢の活勘が､自錠界にないものを劇り出ばいる
上流側で流しても下流ではきれいになる。ところがそ・原子力発冠､合成化学物質､逮伝子組み換え食品等､100年前にな

かったものが出てきた.今後10年後､何が出てくるのか､またそれ

の影審がどの租度か予測が出来ない・・
の浄化能力以上のもので汚してしまうから結局全部が

4.高度な人問活動をしようとする行為と自然の保全のバランス．

汚れてしまう｡全ての面で人間が､自然が持っている、

地球が持っている浄化機能というものを超えた形で人

間活動を行っているが為に結局追いつかないということであります。「石油はあと40年しかないよ」「天

然ガスは60年しかないよ」「ウランはあと70年しかないよ」と言われております。だから子供達、学

生達にいつも言うのですが、「君たちが僕ら位になったら本当にどうなるか分らないよ」と。脅すわけ

ではないので長生きして下さいと。

人類の活動の生態系のバランスを壊してしまうという事は、やはり自然というのは、生物もそうです

が、生物自身は住み良い環境を自分達で作っているのです。新しい環境を作りますとそれをすぐに人間

様が壊してしまうという、そういう「いたちごっこ」をしている。それから人類の活動が自然界に無い

物を作りだす、こういう事もあります。結局、遺伝子の組み換えなどもそうですし、原子力などもそう

ですし、環境ホルモンなどもそうでしょう。そういうものが出てくる。だから人間活動しようとする行

為と自然のバランスが非常に大事ではないでしょうかという事を私の主張にさせて頂いて、どうもご清

聴有難うございました。
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